
 

 

 

 

 

 

 

 

多彩なジャンルの 8 千冊を所蔵しています 
駛馬地区公民館図書コーナーは、

絵本や児童書、実用書、小説、エッセ

イなど、さまざまなジャンルの書籍を

所蔵しています。 

コーナーの一画には、テーブル５台

と椅子・長椅子１６脚を用意していま

すので、好きな本を自由に閲覧がで

きます。もちろん、館外への貸出しも

できます（「としょかん利用カード」が

必要です）。 

■  図書コーナー 利用案内   ■ 

      利用時間 

      ★貸出 月曜日～土曜日 午前９時～午後６時 

                日曜日         午前９時～午後５時 

     ★返却 月曜日～土曜日 午前９時～午後９時３０分 

                日曜日         午前９時～午後５時 

    ※休館日：毎月第１月曜日、年末年始（12月29日～１月３日） 

      貸出期間 

   １５日間（市立図書館や他の地区公民館でも返却できます） 

      貸出冊数 

      １日７冊まで（市立図書館・他館分と合わせて計30 冊まで） 

     ※本を借りるときは、「としょかん利用カード」が必要 

です。カードは地区公民館でも作ることができます。 

       本人の住所が確認できる身分証明書を持参して 

       ください（平日午前９時から午後５時まで）。 

    ※読みたい本が貸し出されているときは、予約もでき 

ます。詳しくは、お問い合わせください。 

      

駛馬地区公民館         Ｒ７年２月 

いつでも  どこでも  ２４時間３６５日利用可能  

ありあけ圏域電子図書館 
～スマホやタブレットで気軽に読書～ 

「ありあけ圏域電子図書館」は、大牟田

市・柳川市・みやま市・長洲町が共同運営

するインターネット上の図書館です。 

 パソコンやスマートフォン・タブレット

端末を利用し、電子書籍を借りて読書を楽

しむことができます。 

 
 

大牟田市・柳川市・みやま市・長洲町に

住んでいるか通勤・通学している人で、各

市町の図書カードを持っている人。 

★一度に３タイトルまで１５日間借りるこ

とができます。 

★文字を大きくしたり、画面の色を変えたり、

メモができたりと、便利な機能がいっぱい。 

★本を借りた日から１５日 

経つと、自動で返却されま 

す。返し忘れがありません。 
 
電子図書館へのアクセスはこちらから→ 

■   利用できる人 



 

白ゆき姫殺人事件 
湊かなえ        集英社 

化粧品会社に勤務する社員が

殺され、同僚の女性に疑惑が向

けられます。でっちあげの週刊

誌報道やネットでの憶測が過

熱、何が真相か混沌とします。 

フェイクニュースや噂話・憶測の恐ろしさを再

認識させられ、出版は 2014年ですが、古さを感

じさせないストーリーです。 

光陰の刃 
               西村健              講談社 

  三井財閥を作った団琢磨と血

盟団の指導者・井上日召の２人

が主人公。史実に基づきながら

も、フィクションを交えた大河

ドラマのようなストーリーで 

す。大牟田にも関連があり、ぜひ読んでもらい

たい一冊です。 

いのちをいただく 
みいちゃんがお肉になる日 

   坂本善喜、内田美智子ほか 講談社 

          命の大切さや肉のありがたみを

わかりやすく説明しており、内容が

せつなく涙なしでは読めません。子

どもだけでなく、大人にも読んでほ

しい絵本です。 
 

             52ヘルツのクジラたち 
              町田そのこ         中央公論新社 

                 虐待、ヤングケアラー、ジェンダ

ー、不倫。少し重たい内容ですが、

最終的には心が温かくなり、共感

しながら読むことができます。「こ

んな子どもたちの役に立つ人にな

りたい」と思わせる本です。 

海岸列車〈上・下〉 
宮本輝         毎日新聞社 

宮本輝さんの小説は、平易な言葉と

巧みなストーリーテリングで、どれ

を読んでもぐっと引き込まれます。

読後は温かい心持ちになり、生きる

ことに勇気がもらえる作品群です。 
 

大阪の生活史 
岸政彦 監修       筑摩書房 

大阪に暮らす150人が、それぞれの

人生を語るインタビュー集。1,280 ペ

ージの特大ボリューム。時にほろり

とさせられ、時にクスッと笑わされ

る。「自分の人生の中では誰もがみな 

主人公」であることを再認識し、元気で生活してい

こうという気持ちになる良書です。 

 読書は、あなたの 

想像と創造の翼を  

広げてくれます。 

遠くへ翔んで、 

人生をより豊かに、 

楽しく! 
 

■ 駛馬地区公民館図書だより  令和７年２月 

発行：駛馬地区公民館（大牟田市馬込町 1 丁目 20-1） 

   電話 0944-57-5443 FAX0944-57-5444 

わたしが「わたし」を助けに行こう 
―自分を救う心理学― 

               橋本翔太       サンマーク出版 

   自分の本心を知りたい人、自

分を好きになりたい人、自分自

身との向き合い方が分からない

と思う方々へ、「もう一人のあな 

た」「心の防衛機能」を見つけ出し、誰かに頼る

のではなく、自分で自分自身を助ける方法を教

えてくれます。 
 

夏井いつきの「今日から一句」 
夏井いつき    第三文明社 

季語を提示して募集した、読

者の投句を批評しながら俳句作

りのイロハを教えてくれる、初

心者のための入門書。五・七・

五というたった１７音の俳句は、 

簡単そうですが奥深く、感性の豊かさが求めら

れます。俳句は五感を刺激し、感性を磨くのに

最適です。 


